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２０１３年（平成２５年）

　１　月　５　日（土）

　東日本大震災を契機に、人び
との“絆”の大切さが重視され
ています。
　そうした中、標準管理規約の
見直しで、マンションの管理と
不可分なコミュニティの形成を
排除するかのような動きがあり
ます。
　管理の主体である区分所有者
の軽視に繋がりかねないこうし
た動きに、皆様と共に注意を払
っていきたいと思います。
　新春にあたり、皆様のご健勝
を心よりお祈り申し上げます。

　私共は、年前の法律相談を
契機にＮＰＯ日住協に入会しま
した。
　そして、今回の大規模修繕工
事にあたっては、専門的アドバ
イスを受けるために、ＮＰＯ日
住協の「大規模修繕工事支援制
度」を利用することとしました。
おかげ様で、月末には工事会
社も決まり、本年２月着工に向
けて順調に進んでおります。困
ったときの「日住協」と頼りに
しております。

　当前野町ハイツ住宅は、築
年目を迎え第３回目の外壁等大
規模修繕工事実施にあたり、日
住協の大規模修繕工事支援制度
の採用を決めました。過去２回
の大規模修繕はじめ大きな工事
を、内部の専門家で独自に実施
してきました。今後特定の人材
に依存することなく、誰でも管
理組合運営に参画できる体制を
作るべく、この制度を受けるこ
とを決め現在基本計画策定中で
す。

　何年か前、戸建住宅の開発を
手掛けている社長さんとお話
し、印象に残っている言葉があ
ります。いつも時間があれば、お
客さんに喜ばれる間取りとは、
をイメージし、図面に落として
いますと。日住協の会員さんに、
役に立つものは何か、何を提供
すればいいのか、最近、わたし
はそればかり考えています。今
年は、夢やアイデア、設計図を
具体化する年にしたいと決意し
ています。



　
新
　
マ
ン
シ

ン
事
情

〈〉

国交省公表のマンションストック数は正しいか
誰も知らない本当の数

松本　恭治

工事事例　あやめ台団地（千葉市稲毛区）

浴室・洗面所系排水管改修工事
築年、管理組合が専有部も工事

写真①　浴室天井横引き排水管の腐蝕

写真②　新規排水管

写真③　浴室排水トラップ再生工事
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社宅が売却されて全住宅を分譲した事例　
　年築、戸階建て、全3LDK、
年に群馬県内の建設会社が経営不振のた
め東京の不動産業者に売却。敷地は広く、
駐車場は全て平置きで１戸に１台、車椅子
利用者のためのスロープもあり、緑があり
建物の風格もある。人手不足の時期に高級
社宅が流行ったことがある。社宅売却は今
後もあろう。

　

月
１
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
主
催
の
工
事
見
学
会
が
浴
室
・
洗
面
所
系
排
水
管
改
修

工
事
中
の
あ
や
め
台
団
地
住
宅
管
理
組
合
に
て
開
催
さ
れ
た
排
水
管
の
改
修
工
事
は


築
後

年
前
後
の
団
地
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
し
て
関
心
が
高
く

特
に
今
回

工
事
は
管
理
組
合
が
専
有
部
に
踏
み
込
ん
で
の
工
事
︵
専
有
部
の
工
事
費
を
組
合
積
立

金
か
ら
支
出
︶
で
あ

た
た
め

団
地

名
も
の
参
加
者
が
あ

た

︵
設
計
・
監
理

／
㈱
協
和
建
築
設
計
事
務
所

施
工
／
京
浜
管
鉄
工
業
㈱

工
期
／
６
月


月
︶


　
以
下

技
術
的
な
内
容
に
つ
い
て
設
計
・
監
理
者
に
執
筆
い
た
だ
い
た


　
ス
ト

ク
数
は
着
工
統
計

を
元
に
積
み
上
げ
て
い
る
の

だ
が

こ
れ
が
果
た
し
て
正

確
か
否
か
は
甚
だ
し
く
疑
問

で
あ
る

着
工
し
た
も
の
の

途
中
で
工
事
を
中
断
す
る
場

合
が
あ
る
が

そ
れ
を
別
の

業
者
が
引
き
継
い
だ
場
合

に


年
以
上
経
て
完
成
す

る
場
合
も
あ
る
し

未
完
成

の
ま
ま
や

計
画
戸
数
を
引

き
下
げ
る
場
合
も
生
じ
る


区
分
所
有
か
否
か
の
戸
数
は

販
売
や
入
居
募
集
段
階
で
変

更
す
る
場
合
が
有
る
か
ら


さ
ら
に
統
計
は
不
確
か
に
な

る

滅
失
統
計
と
な
る
と
届

け
出
が
な
い
場
合
が
多
い


戦
後
の
着
工
戸
数
か
ら
滅
失

戸
数
を
引
き
算
す
る
と
日
本

国
民
は
１
世
帯
当
た
り
２
戸

以
上
の
住
宅
を
保
有
す
る
こ

と
に
な
る
ほ
ど
だ

以
下
は

着
工
統
計
で
は
不
正
確
で
あ

る
こ
と
を
示
す


　
⑴
着
工
後
入
居
募
集
ま
で

に
用
途
を
変
更
す
る
場
合
：

①
賃
貸
目
的
か
ら
分
譲
に
変

更

②
分
譲
目
的
か
ら
賃
貸

目
的
に
変
更

③
個
別
賃
貸

目
的
か
ら
一
括
社
宅
に
変

更

④
計
画
の
変
更
・
中
断

　
⑵
入
居
後
に
一
括
し
て
用

途
を
変
更
す
る
場
合
：
①
社

宅
の
個
別
払
い
下
げ

②
賃

貸
用
途
の
一
部
を
売
却
︵
競

売
も
含
む
︶
し
て
全
体
と
し

て
区
分
所
有
建
物
化
す
る
場

合

③
賃
貸
住
宅
又
は
社
宅

を
一
括
購
入
後

リ
フ



ム
や
２
戸
１
改
造
後
に
一
般

に
再
分
譲
す
る
場
合︵
写
真
︶

④
一
旦
売
却
し
た
住
宅
を
全

て
買
い
戻
し
て
１
筆
所
有
の

賃
貸
住
宅
に
す
る
場
合

但

し
売
れ
残
り
を
賃
貸
と
し
て

経
営
し
て
い
る
場
合
に
限
ら

れ
る

①

④
の
事
例
は
全

て
群
馬
県
で
生
じ

た


　
⑶
建
て
売
り
戸

建
て
分
譲
を
目
的

に
地
上
げ
し
て
１

筆
所
有
に
転
換
し

た
場
合

　
以
上
の
⑴
⑵
⑶

事
例
は
全
て
群
馬

県
で
生
じ
て
い

る

区
分
所
有
者

に
よ
る
建
て
替
え

は
群
馬
県
で
は
生

じ
て
い
な
い

但

し
建
て
売
り
戸
建

て
に
転
換
し
た
事
例
は
１
例

の
み
あ
る

半
分
以
上
又
は

２
／
３
以
上
空
き
家
化
し
た

住
宅
に
つ
い
て
は

将
来
公

的
機
関
に
よ
る
強
制
収
容
が

必
要
と
な
ろ
う

短
期
の
公

共
借
家
と
し
て
活
用
し
な
が

ら
再
生

建
て
替
え

滅
失

を
決
定
で
き
れ
ば
良
い


　
と
こ
ろ
で

⑴
に
つ
い
て

は
開
発
者
の
一
存
で
用
途
変

更
す
る
が

賃
貸
・
分
譲
が

混
在
し
た
場
合
に
管
理
段
階

で
問
題
が
生
じ
る
場
合
が
多

い

Ｕ
Ｒ
が
住
宅
都
市
公
団

時
代
に
賃
貸
住
宅
が
不
人
気

状
態
に
な
る
と

度
々
未
入

居
住
宅
を
ブ
ロ

ク
単
位
で

分
譲
に
切
り
替
え
た

た
だ

し
地
上
空
間
は
道
路
等
で
明

快
に
区
分
し
て
も

埋
設
管

は
両
地
域
を
貫
通
す
る
な
ど

し
て

問
題
を
将
来
に
残
し

た

群
馬
県
で
も
工
事
途
中

で
資
金
繰
り
が
悪
く
な

た

開
発
業
者
が
一
部
住
宅
を
分

譲
又
は
賃
貸
に
切
り
替
え
た

事
例
は
多
々
あ

た

問
題

と
な

た
１
例
は
分
譲
棟
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
賃
貸
棟
の
玄

関
ホ

ル
を
通
る
計
画
で


さ
ら
に
分
譲
棟
は
公
道
に
面

し
な
い
た
め

管
理
を
分
離

出
来
ず

将
来
に
渡

て
運

命
共
同
体
と
な

た

一
般

的
に
所
有
権
の
切
り
替
え
事

例
は
管
理
上
の
欠
陥
を
伴
う

場
合
が
多
く

単
な
る
経
済

行
為
と
し
て
放
置
で
き
な
い

課
題
が
潜
む


　
⑵
の
①
②
は
管
理
が
混
乱

す
る
場
合
が
多
い

③
④
は

維
持
管
理
体
制
が
刷
新
さ
れ

る
機
会
と
な
る

③
を
得
意

と
す
る
専
門
業
者
は
多
数
存

在
す
る
が

群
馬
県
内
で
も

２
事
例
を
発
見
し
た

企
業

が
移
転
又
は
倒
産
す
れ
ば


今
後
も
生
ま
れ
る
可
能
性
は

高
い

④
の
数
は
群
馬
県
で

１
例

東
京
新
宿
で
１
例
発

見
し
た

本
格
調
査
す
れ
ば

大
都
市
圏
で
も

と
発
見
で

き
る
は
ず
だ

と
も
あ
れ
不

完
全
な
統
計
の
裏
に
隠
れ
た

実
態
把
握
は
今
後
の
住
宅
管

理
を
考
え
る
上
で
少
し
は
役

立
つ
は
ず
だ
　︵
つ
づ
く
︶

　
あ
や
め
台
団
地
は
１
９
７

２
年
竣
工
の
５
階
建
３
Ｄ
Ｋ

・

棟
・
４
９
０
戸
の
公
団
分

譲
管
理
組
合
で

平
成

年

７
月
に
大
規
模
修
繕
団
地
内

整
備
委
員
会
を
発
足
し
た

が


年
３
月
に
浴
室
内
排

水
が
漏
水
す
る
と
い
う
事
故

発
生
の
た
め

雑
排
水
管
工

事
を
先
行
す
る
こ
と
と
な


た

自
主
管
理
の
当
組
合
理

事
会
・
委
員
会
は
現
状
を
つ

ぶ
さ
に
把
握
し
て
お
り

当

社
が
調
査
に
着
手
す
る
際
に

は
既
に
詳
細
な
現
況
写
真
等

が
示
さ
れ
て
い
た


◆
そ
の
結
果
と
し
て

工
事
施
工
前
迄
の
排
水
管
等

　
の
現
状
︵
写
真
①
︶

・
浴
室
横
引
き
排
水
管
か
ら

　
の
漏
水
事
故

・
浴
室
排
水
金
物
の
立
入
り

　
部
の
腐
食
欠
落

・
洗
面
所
排
水
縦
管
か
ら
の

　
漏
水
事
故

・
１
階
便
所
汚
水
管
ま
わ
り

　
の
陥
没
事
故
︵
新
築
時
の

　
と
き
よ
り
穴
埋
め
が
な
さ

　
れ
て
い
な
か

た
︶

な
ど
の
事
象
が
発
生

そ
の

都
度
応
急
処
置
を
行

て
き

た
が

早
急
な
更
新
工
事
の

必
要
が
生
じ
る
に
至

た


◆
工
事
の
内
容
と
し
て
は

　
洗
面
・
浴
室
系
統
の
雑
排

水
管
の
縦
管
と
専
有
部
の
枝

管
の
取
り
換
え
工
事
を
行


た


　
新
規
排
水
管
は
﹁
ス
リ


レ
ス
﹂
︵
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ


ク
㈱
︶
と
い
う
排
水
騒
音
を

最
小
限
に
抑
え
る
遮
音
材
を

適
用
し
た
消
音
二
層
管
を
使

用
し
た

︵
写
真
②
︶

　
ま
た

台
所
排
水
は
別
系

統
で
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
排
水
の

為

今
回
工
事
の
範
囲
外


室
内
作
業
は
縦
系
統
５
戸
が

１
ブ
ロ

ク
と
な
り

１
戸

で
も
留
守
さ
れ
る
と
縦
管
が

結
べ
な
い
為

不
在
者

空

き
家

工
事
期
間
中
の
在
宅

及
び
不
在
の
場
合
の
対
処
の

周
知
徹
底
を
お
願
い

し
て
い
た
と
こ
ろ


４
９
０
戸
全
て
ほ
ぼ

工
程
通
り
施
工
で
き

た
の
は
管
理
組
合
の

数
回
に
わ
た
る
事
前

住
民
説
明
会
を
徹
底

し
て
頂
い
た
結
果
で

あ
る
と
設
計
監
理
者
と
し
て

も
感
謝
を
し
て
い
る


　
配
管
工
事
を
す
る
に
当
た

り

浴
室
の
天
井
材
︵
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
ボ

ド
︶
を
撤
去

し

防
水
層
を
切
ら
な
い
よ

う
に

排
水
管
︵
配
管
用
炭

素
鋼
鋼
管
︶
を
コ
ン
ク
リ


ト
ス
ラ
ブ
下
で
切
断
し
て
既

設
配
管
の
撤
去
を
行
う


　
排
水
ト
ラ

プ
の
再
生
工

法
と
し
て
防
水
層
貫
通
部
を

﹁
形
状
記
憶
樹
脂
圧
着
﹂
Ｊ


Ｐ
Ｉ
Ｐ
工
法
︵
ジ

パ
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
︶
﹂

を
採
用
し
た

︵
写
真
③
︶

◆
こ
の
工
法
を
簡
単
に
説
明

す
る
と

・
防
水
層
を
壊
さ
ず
施
工
す

　
る
た
め

コ
ン
ク
リ

ト

　
の
は
つ
り
作
業
は
全
く
不

　
要
と
な
る


・
コ
ン
ク
リ

ト
の
床
に
埋

　
ま

て
い
る
排
水
管
内
部

　
に
樹
脂
管
を
内
貼
す
る
の

　
で
漏
水
の
心
配
が
な
い


・
形
状
樹
脂
は
腐
食
に
強
く

　
耐
薬
性
も
優
れ
て
い
る


・
１
箇
所
約
半
日
で
施
工
終

　
了
す
る
た
め

そ
の
晩
か

　
ら
使
用
で
き
る


　
そ
の
後

新
し
い
管
︵
ス

リ

レ
ス
管
︶
を
接
続
し


配
管
が
完
了
し
た
ら

新
し

い
天
井
材
と
し
て
現
在
も


と
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
浴

室
天
井
仕
上
げ
材
で
樹
脂
製

の
バ
ス
パ
ネ
ル
を
張
る

後

日
で
も

オ
プ
シ

ン
工
事

が
可
能
と
な
る
洗
濯
機
ポ
ン

プ
用
排
水
分
岐
取
り
出
し
用

と
し
て

床
下
キ


プ
止

め
も
本
工
事
と
し
た


　
当
管
理
組
合
は
築

年
を

経
過
し

平
成

年
度
に
は

第
４
回
の
大
規
模
修
繕
計
画

を
予
定
す
る
な
ど

あ
ま
た

の
修
繕
工
事
を
経
験
し
て
き

て
お
り

自
主
管
理
の
た
め

建
物
を
的
確
に
把
握
し

綿

密
な
る
計
画
に
沿

て
改
修

工
事
等
を
行
い
又
住
民
に
対

す
る
こ
れ
ら
の
修
繕
改
修
等

の
周
知
徹
底
が
充
分
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
工
事
を
ス
ム


ス
に
運
ん
だ
最
大
の
要
因
で

あ

た

︵
㈱
協
和
建
築
設

計
事
務
所
　
藤
井
　
均
︶
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謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す


︵
ア
メ
ニ
テ

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
一
同
︶

住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化

２
０
１
３
年

平成年

予
想
さ
れ
る
大
地
震

住
宅
耐
震
化
の
現
況
と
課
題

２
０
１
３
年
以
降
の
動
き
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★再生集合住宅にグッドデザイン賞　
　大分市の建築家・青木茂氏が手がけ
　た集合住宅が受賞。築約年の集合
　住宅を再生。　　　　（／読売）
★大規模建物の耐震調査、所有者に義
　務化　国交省は通常国会に「耐震改
　修促進法」の改正案を提出する方向。
　年をめどに耐震調査を義務化す
　る方針。　　　　（／日本経済）
★シンドラー製エレベーター全台点検
　金沢市のホテルでシンドラー社製エ
　レベーターに清掃従業員が挟まれ死
　亡した事故を受け約台を緊急点
　検する。また国交省は「安全装置の
　二重化」の未措置の全国のエレベー
　ター約万台について補助金を拡充
　するなどして安全装置の導入を促進
　する方針を決めた。　（／２読売）
★被災マンション、８割同意で解体可
　能へ　被災マンション法改正案では
　取り壊しや敷地売却の要件を所有者
　全員の同意から５分の４以上に引き
　下げに。　　　（／５読売他各紙）
★リフォーム融資、中古住宅購入と一
　括でお得　金融機関のサービスひろ
　がる。　　　　　　　（／５産経）
★ＣＡＴＶ最大手、マンション向け電
　力小売り参入　ジュピターテレコム
　(JCOM)が電力と放送・通信サービ
　スをセットで提供。　（／６読売）
★超高層マンション、「ホテル並み」の
　幻想　業者は販売すれば終わり。ホ
　テル並みの施設を管理するのは住人
　自身ほかならない。サービスを廃止
　した事例など。（／日本経済）
★エレベーター安全守るには　保守管
　理、業者任せにしない。分譲マンシ
　ョンで発生すれば管理組合が責任を
　問われることもありうる。住民によ
　る日頃の注意必要。　（／朝日）
★分譲マンション管理支援続々　中小
　企業やＮＰＯ法人が建物の手入や住
　民交流を促す仕組み作り等の管理支
　援ビジネス強化。（／７日本経済）
★マンション電力購入量、最大９割減
　JX日鉱日石エネルギーは年に
　も集合住宅向けに電力自給率を高め
　る電力システムの請負事業を開始。
　ガス発電の燃料電池と太陽光発電装
　置を提供。　　　（／９日本経済）

　
今
年
も
東
京
都
の
﹁

ビ

ル
・
マ
ン
シ

ン
・
木
造
住

宅
の
安
全
を
考
え
る

　
耐

震
キ

ン
ペ

ン
﹂
が
１
月


日
︵
火
︶


日
︵
土
︶

ま
で
行
わ
れ
る


　
マ
ン
シ

ン
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
は
１
月

日︵
土
︶

に
都
庁
第
一
本
庁
舎
で
﹁
マ

ン
シ

ン
耐
震
セ
ミ
ナ

＆

個
別
相
談
会
﹂が
開
か
れ
る


事
前
申
込
制
で

定
員
は
４

５
０
名

参
加
費
無
料


　
問
合
せ
先
は

特
定
非
営

利
活
動
法
人
耐
震
総
合
安
全

機
構

電
話


６
９
１
２


０
７
７
２


　
他
に
も
東
京
大
学
地
震
研

究
所
の
見
学
ツ
ア

や
マ
ン

シ

ン
の
耐
震
改
修
工
事
事

例
見
学
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る

ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
参
加
無
料
の
た
め


参
加
し
て
耐
震
へ
の
造
詣
を

深
め
て
み
て
は


　
耐
震
キ

ン
ペ

ン
に
関

す
る
問
合
せ
は

２
０
１
３

冬
耐
震
キ

ン
ペ

ン
事
務

局

電
話


５
４
５
９


４
２
６
０
ま
で


●
㈱
ア
ク
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

　
ン
グ
㈱
　

●
㈱
あ
け
ぼ
の
通
商
　

●
㈲
ア
ク
セ
ス
ビ
ジ

ン

●
い
ず
み
テ
ク
ノ
ス
㈱

●
Ｓ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ベ

タ

㈱

●
荏
原
テ
ク
ノ
サ

ブ
㈱

●
Ｎ
Ｐ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ニ
ン

　
グ
協
会

●
大
阪
ガ
ス
リ
ノ
テ

ク
㈱

●
㈱
カ
シ
ワ
バ
ラ
・
コ

ポ

　
レ

シ

ン

●
㈱
神
奈
川
保
健
事
業
社

●
化
研
マ
テ
リ
ア
ル
㈱

●
関
西
ペ
イ
ン
ト
販
売
㈱
　

●
関
東
防
水
管
理
事
業
協
同

　
組
合

●
北
野
建
設
㈱

●
㈱
久
野
建
装

●
㈱
経
済
調
査
会

●
京
浜
管
鉄
工
業
㈱

●
㈱
ケ
ミ
テ

ク

●
建
設
塗
装
工
業
㈱

●
建
装
工
業
㈱

●
㈱
サ
カ
ク
ラ

●
佐
藤
リ
フ


ム
㈱

●
三
協
立
山
㈱
三
協
ア
ル
ミ

　
社

●
三
和
建
装
㈱

●
ジ

パ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

　
リ
ン
グ
㈱

●
㈱
住
宅
あ
ん
し
ん
保
証

●
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融

　
支
援
機
構

●
昭
石
化
工
㈱

●
シ
ン
ヨ

㈱

●
積
水
工
業
㈱

●
全
国
防
水
改
修
工
事
業
団

　
体
連
合
会
　

●
㈱
ソ
エ
ジ
マ

●
㈱
ダ
イ
フ
レ

ク
ス
　

●
タ
キ
ロ
ン
マ
テ

ク
ス
㈱

●
田
島
ル

フ

ン
グ
㈱

●
タ
マ
ガ
ワ
㈱

●
中
央
エ
レ
ベ

タ

工
業

　
㈱
　

●
中
外
商
工
㈱
東
京
支
店

●
㈱
電
設
工
業

●
㈱
東
京
ラ
イ
ニ
ン
グ

●

都
市
緑
化
機
構

●
ト

セ
ツ
㈱

●
ト
レ

ド
シ


オ

ガ

　
ナ
イ
ザ

ズ
㈱

●
南
海
工
業
㈱

●
㈱
日
本
経
済
新
聞
社

●
日
本
高
層
管
財
㈱

●
日
本
産
業
㈱

●
日
本
滌
化
化
学
㈱

●
日
本
水
理
㈱

●
日
本
総
合
住
生
活
㈱

●
日
本
ペ
イ
ン
ト
㈱

●
日
本
防
水
工
業
㈱

●
㈱
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｇ
テ
ク
ニ
カ

●
㈱
冨
士
防
　

●
㈱
マ
ル
ナ
カ

●
ヤ
マ
ギ
シ
リ
フ


ム
工

　
業
㈱

●
㈱
ヨ
コ
ソ


●
㈱
リ
フ


ム
プ
ラ
ザ
小

　
泉

●
渡
辺
物
産
㈱

　
　
　
　
　
︵
五
十
音
順
︶

　
昨
年
８
月

内
閣
府
が
出

し
た
﹁
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
﹂
の
被
害
想
定
で
は

九

州
か
ら
関
東
沿
岸
ま
で
の
広

い
範
囲
で
被
害
が
想
定
さ

れ

最
大
で
建
物
全
壊
焼
失

棟
数
約
２
３
８
万
棟

死
者

約

万
人
と
想
定
さ
れ
た


　
ま
た

首
都
直
下
型
の
地

震
も
予
想
さ
れ
て
お
り

昨

年
東
京
都
が
発
表
し
た
被
害

想
定
で
は

東
京
湾
北
部
を

震
源
と
す
る
Ｍ
７
・
３
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合

東
京

都
だ
け
で
最
大
建
物
被
害


万
棟

死
者
約
１
万
人
が
で

る
と
想
定
さ
れ
て
い
る


　
こ
の
よ
う
に

予
想
さ
れ

る
大
地
震
に
対
す
る
備
え
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る


　
予
想
さ
れ
る
大
地
震
に
対

し

政
府
は
建
物
の
耐
震
化

を
進
め

建
物
の
倒
壊
に
よ

る
死
者
を
半
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る


　
平
成
７︵
１
９
９
６
︶年
に

制
定
さ
れ
た
﹁
耐
震
改
修
促

進
法
﹂
で
は

平
成

︵
２

０
１
５
︶年
を
目
標
に
全
国

総
戸
数
約
４
９
５
０
万
戸
の

住
宅
の
う
ち


％
に
あ
た

る
約
４
４
５
０
万
戸
の
耐
震

化
を
進
め
る
こ
と
と
な

て

い
る

ま
た

平
成
︵
２

０
１
０
︶年
の
﹁
新
成
長
戦

略
﹂翌

︵
２
０
１
１
︶
年

の
﹁
住
生
活
基
本
計
画
﹂
で

は

耐
震
化
を
平
成
︵
２

０
２
０
︶年
ま
で
に

％
と

す
る
目
標
が
設
定
さ
れ
た


　
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る

た
め

耐
震
診
断
に
か
か
る

費
用
の
３
分
の
２
を
国
と
地

方
公
共
団
体
で
負
担
し

改

修
費
用
は

・
５
％
ず
つ
を

国
と
地
方
公
共
団
体
で
負
担

す
る
と
し
た
助
成
制
度
を
実

施
し
て
い
る


　
ま
た
緊
急
に
耐
震
化
が
必

要
だ
が

合
意
形
成
が
難
し

い
マ
ン
シ

ン
の
耐
震
診
断

に

１
棟
あ
た
り
２
０
０
万

円
を
国
が
直
接
補
助
す
る
支

援
策
も
実
施
さ
れ
て
い
る


　
し
か
し
国
土
交
通
省
の
調

査
に
よ
れ
ば

平
成

︵
２

０
０
９
︶
年
の
住
宅
の
耐
震

化
率
は
約

％
と

平
成


年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
数
字

よ
り
約
２
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ

ス
と
な

て
い
た


　
マ
ン
シ

ン
の
場
合

昭

和
︵
１
９
８
１
︶年
以
前
に

旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ


耐
震
化
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
マ
ン
シ

ン
は
約
１
０
０

万
戸
あ
る
が

そ
の
内
耐
震

診
断
し
た
マ
ン
シ

ン
は
約


万
戸

耐
震
改
修
し
た
も

の
は
約
２
万
７
千
戸
と

耐

震
診
断
・
改
修
と
も
に
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い


　
耐
震
化
が
進
ま
な
い
理
由

に
は


①
﹁
耐
震
診
断
を
受
け
て
い

　
な
い
が

耐
震
性
が
あ
る

　
と
思

て
い
る
﹂
な
ど


　
耐
震
化
の
必
要
性
に
関
す

　
る
認
識
の
不
足

②
耐
震
化
コ
ス
ト
︵
診
断
及

　
び
改
修
費
用
︶
の
問
題

③
耐
震
業
者
・
工
法
等
に
対

　
す
る
信
頼
性
が
低
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る


　
な
か
な
か
進
ま
な
い
耐
震

化
に
対
し

国
土
交
通
省
は

昨
年
秋

オ
フ

ス
ビ
ル
や

マ
ン
シ

ン
な
ど

多
く
の

人
が
利
用
す
る
建
物
の
所
有

者
に
耐
震
診
断
義
務
化
を
検

討
し
始
め
た


　
今
年
の
通
常
国
会
に
﹁
耐

震
改
修
促
進
法
﹂
の
改
正
案

を
提
出
し

再
来
年
の
２
０

１
５
年
を
目
途
に
耐
震
診
断

を
義
務
化
す
る
方
針
だ


　
対
象
と
な
る
建
物
は

昭

和

︵
１
９
８
１
︶
年
以
前

の
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ

た
建
物
で

床
面
積
が
５
０

０
０
㎡
以
上
の
建
物
の
ほ

か

震
災
時
に
避
難
道
路
と

な
る
幹
線
道
路
沿
い
の
建

物

診
断
に
応
じ
な
い
建
物

所
有
者
に
は

罰
金
︵



１
０
０
万
円
程
度
︶
を
課
す

こ
と
も
検
討
し
て
い
る


　
一
方

耐
震
化
が
進
ま
な

い
理
由
の
ひ
と
つ

耐
震
化

コ
ス
ト
の
問
題
に
対
応
す
る

た
め

来
年
度
か
ら
耐
震
診

断
費
用
の
ほ
ぼ
全
額
を
補
助

で
き
る
よ
う
に
し

診
断
の

結
果

改
修
や
建
替
え
が
必

要
と
な

た
建
物
へ
の
助
成

も
検
討
し
て
い
る


　
ま
た

耐
震
業
者
・
工
法

等
に
対
す
る
信
頼
性
も
低
い

こ
と
か
ら

耐
震
関
連
企
業

の
育
成

新
工
法
の
開
発
も

進
め
て
い
く
方
針
だ


　
こ
の
よ
う
に
２
０
１
３
年

か
ら
は
建
物
の
耐
震
化
に
向

け
た
動
き
が
本
格
化
す
る
こ

と
に
な
る
よ
う
だ


　
先
の
東
日
本
大
震
災
で
震

源
に
近
く

被
害
の
大
き
か


た
千
葉
県
で
は

震
災
以

降
耐
震
診
断
・
改
修
補
助
金

の
申
請
は
確
か
に
増
え
て
い

る
そ
う
だ

し
か
し

厳
し

い
財
政
事
情
が
今
後
耐
震
化

の
制
約
要
因
に
な
る
可
能
性

も
示
唆
し
て
い
た


　
国
は

財
政
事
情
が
耐
震

化
の
制
約
要
因
に
な
ら
な
い

よ
う

財
源
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に

住
民
も
﹁
大

丈
夫
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
根
拠

の
な
い
安
心
感
を
捨
て

耐

震
化
に
臨
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る

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︻
回
答
者
︼

法
律
相
談
会
専
門
相
談
員

弁
護
士
　
石
川
　
貴
康

Ａ

野良猫の餌付けは「共同の利益に反する行為」
管理組合は餌付けの停止を請求できる

ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会
（略称／ＮＰＯ日住協）

ＮＰＯ日住協の催し案内

マンションの法律

Ｑ＆Ａ
「法律相談会」から

Ｑ

マ
ン
シ

ン
専
有
部
と
共
用
部
の
電
気
一
体
化
は
可
能
か

ＮＰＯ日住協と会員相互の
親睦会開催

「春の交流会」

謹
賀
新
年

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す


本
年
も
よ
ろ
し
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
住
宅
管
理
組
合
協
議
会

����������������������������������������������� ���������������������������������������
����������������
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　管理組合（約６万戸）等が加盟してい
る民間の管理組合団体で昭和年（年）
創立以来年間、管理組合を支援しています。
住所　〒－
東京都千代田区神田須田町１－　製麺会館３階
電　話　－－
ＦＡＸ　－－
http://www.mansion-kanrikumiai.or.jp

　　　〈事例研究セミナー〉
　エレベーターリニューアル工事
　　全７基・全面同時更新工事
　築年目のガーデンシティ狭山管理組
合は、全７基のエレベーター全てを同時
期に全面更新を行うという、ほとんど例
のない非常にめずらしく先進的な工事を
行っています。セミナー開催時には工事
は完成していますが、工事に至った経緯
・準備プロセス、工事着手以降の話題等、
それらの取り組みについて語っていただ
きます。
日　時　３月日（土）時～時
会　場：ガーデンシティ狭山　コミュニ
　　　　ティ・ホール（埼玉県狭山市北
　　　　入曽－）西武新宿線「狭山
　　　　市」駅東口より西武バスで分
参加費　会員円　　一般円
定　員　名（先着順）
（プログラム）
①「管理組合の取り組みの概説（ガーデ
　ンシティ狭山のあり方、考え方等）」
　ガーデンシティ狭山管理組合理事長　
　山神正彰氏
②「エレベーターリニューアル工事着手
　までの歩み」同管理組合エレベーター
　リニューアル委員会委員長　田口環氏
③「設計の基本コンセプトと工事の概要」
　三菱電機ビルテクノサービス㈱
④「工事実施の問題点とその解決策」
　三菱電機ビルテクノサービス㈱
⑤リニューアル後のエレベーター見学
　三菱電機ビルテクノサービス㈱
主　催　ＮＰＯ日住協埼玉県支部　　
協　力　ガーデンシティ狭山管理組合　
　　　　三菱電機ビルテクノサービス㈱
後　援　埼玉県、狭山市、埼玉県マンシ
　　　　ョン居住支援ネットワーク

　
　　　　＜各種相談会＞
相談場所＝日住協事務所（神田）
会員管理組合＝無料、一般管理組合＝５
千円　※予約が必要です。
●管理委託相談会
　１月９日（水）時から
　管理委託契約についての相談、管理会
　社とのトラブルについての相談。
●建物相談会
　１月日（火）時から
　建物の修繕（維持・管理）、長期修繕
　計画、大規模修繕など。
●法律相談会
　１月日（水）時から
　マンション運営上の法律相談、区分所
　有法・管理規約・細則など。
●管理組合運営相談会
　１月日（木）時から
　マンション管理組合の運営、理事会、
　総会運営、規約・細則のチェックなど。
●設備相談会
　２月日（水）時から
　設備（給排水設備・配管、電気・ガス
　等）の維持管理・改修など。

☆参加申込みは下記ＮＰＯ日住協へ

　
ま
ず

野
良
猫

の
餌
付
け
が
規
約

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
ペ

ト

の
飼
育
に
該
当
す
る
の
か

は

事
案
に
よ
り
ま
す
が
通

常
は
野
良
猫
の
餌
付
け
を
ペ


ト
の
飼
育
で
あ
る
と
判
断

す
る
の
は
難
し
い
で
し


う


　
も

と
も

区
分
所
有
法

６
条
１
項
は
﹁
区
分
所
有
者

の
共
同
の
利
益
に
反
す
る
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と

定
め
て
お
り

野
良
猫
の
餌

付
け
は
こ
の
﹁
共
同
の
利
益

に
反
す
る
行
為
﹂
に
該
当
し

ま
す

そ
し
て

区
分
所
有

法

条
１
項
は
﹁
区
分
所
有

者
が
６
条
１
項
に
規
定
す
る

行
為
を
し
た
場
合
﹂
に
は

﹁
そ
の
行
為
を
停
止
し

そ

の
行
為
の
結
果
を
除
去
し


又
は
そ
の
行
為
を
予
防
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
る

こ
と
を
請
求
で
き
る
﹂
と
規

定
し
て
い
ま
す


条
１
項

の
﹁
行

為
の
停

止
﹂
に

は
当
該

行
為
を

止
め
さ

せ
る
こ

と
だ
け

で
な
く

将
来
に

お
い
て

さ
せ
な

い
こ
と

も
含
ま

れ
て
い

る
の
で

本
件
で

は

Ａ

さ
ん
に

対
し
て

﹁
猫
に

餌
を
与

え
て
は

な
ら
な

い
﹂
と

い
う
請

求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す


　
な
お

こ
の
請
求
を
裁
判

上
す
る
場
合
は
集
会︵
総
会
︶

で
の
決
議
が
必
要
と
な
り
ま

す

も
し

前
記
の
よ
う
な

裁
判
上
の
請
求
が
認
め
ら
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず

Ａ
さ
ん

が
餌
付
け
を
止
め
な
い
の
で

あ
れ
ば

区
分
所
有
法

条

１
項
に
基
づ
い
て
相
当
期
間

の
専
有
部
分
︵
居
室
︶
の
使

用
禁
止
を
裁
判
上
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す


　
こ
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る

と
相
当
な
期
間
︵
所
有
権
に

対
す
る
重
大
な
侵
害
で
あ
る

こ
と
か
ら
あ
ま
り
長
い
期
間

は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が

数
年
程
度
は
認

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
︶
部
屋
を
使
う
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
か
ら

か

な
り
の
効
果
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す


　
但
し

こ
の
手
段
を
と
る

た
め
に
は
集
会
で
特
別
決
議

︵
区
分
所
有
者
及
び
議
決
権

の
各
４
分
の
３
以
上
︶
と
区

分
所
有
者
︵
Ａ
さ
ん
︶
に
対

す
る
弁
明
の
機
会
を
与
え
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す


　
な
お

筆
者
は
過
去
に
同

様
の
事
例
で
周
辺
の
複
数
名

の
組
合
員
個
人
ら
の
代
理
人

と
し
て

餌
付
け
を
し
て
い

た
組
合
員
に
対
し
て
﹁
慰
謝

料
請
求
﹂
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た


　
こ
の
慰
謝
料
請
求
は
認
め

ら
れ
て

相
手
方
が
支
払
い

を
し
な
か

た
の
で

判
決

に
基
づ
い
て

専
有
部
分
に

対
す
る
強
制
執
行
を
行
い


最
終
的
に
は
相
手
方
を
当
該

マ
ン
シ

ン
か
ら
追
い
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
こ
の
よ
う
な
手
段
を
と
れ

ば
前
述
し
た
よ
う
な
集
会
の

決
議
を
得
る
こ
と
な
く

手

続
き
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

で
す
が

あ
く
ま
で
主
体
は

管
理
組
合
で
は
な
く
組
合
員

個
人
に
な
り
ま
す
の
で
裁
判

に
要
す
る
費
用
は
個
人
負
担

に
な
り
ま
す

ま
た

必
ず

し
も
競
売
で
追
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
は
念
頭
に
置
い
て
お
い
て

下
さ
い


　
野
良
猫
の
餌
付
け
が
﹁
共

同
の
利
益
に
反
す
る
行
為
﹂

に
あ
た
る
以
上
は
基
本
的
に

は
個
々
の
組
合
員
に
任
せ
る

の
で
は
な
く

管
理
組
合
が

前
述
し
た
よ
う
な
方
法
で
対

応
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す


　
私
た
ち
の
マ
ン
シ

ン
の
１
階
に
住
ん
で
い

る
組
合
員
の
Ａ
さ
ん
が
所
謂
野
良
猫
の
餌
付
け

を
し
て
ま
す

周
囲
の
組
合
員
か
ら
管
理
組
合
に
苦
情
が

来
て
い
ま
す

管
理
組
合
の
規
約
に
は
ペ

ト
飼
育
の
禁

止
規
定
が
あ
り
ま
す
が

Ａ
さ
ん
は
﹁
ペ

ト
で
飼
育
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い

猫
が
可
哀
想
だ
か
ら
餌
を
与
え

て
い
る
だ
け
だ
﹂
と
開
き
直

て
い
ま
す

管
理
組
合
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
採
れ
る
で
し

う
か


　
マ
ン
シ

ン
の
専
有
部
の
電
気

代
は

当
然

区
分
所
有
者
が
使

用
量
に
応
じ

払
う

エ
レ
ベ


タ

や
立
体
駐
車
場

開
放
廊
下

の
照
明

高
置
水
槽
な
ど
へ
揚
水

す
る
ポ
ン
プ
な
ど
共
用
部
の
電
気

代
は

管
理
組
合
が
住
民
か
ら
集

め
た
管
理
費
か
ら
払
う

ど
の
マ

ン
シ

ン
も
同
じ
だ


　
専
有
部

つ
ま
り
住
戸
は
戸
建

の
住
宅
と
同
じ
で

住
民
の
選
択

に
よ

て

夜
間
に
安
く
な
る
ナ

イ
ト

な
ど
の
お
得
な
料
金
を
え

ら
ぶ
こ
と
も
で
き
る


　
と
こ
ろ
が

共
用
部
は

エ
レ

ベ

タ

な
ど
動
力
を
使
う
た
め

に

電
力
会
社
と
低
圧
電
力
契
約

を
結
ぶ

開
放
廊
下
の
電
灯
も


従
量
電
灯
Ｃ
で

使
用
量
が
多
く

な
る
ほ
ど
料
金
が
高
く
な
り

夜

間
に
割
安
に
な
る
料
金
は

原
則

的
に
選
べ
な
い


　
東
電
は

一
定
以
上
の
電
気
を

使
用
す
る
マ
ン
シ

ン
に
は

低

圧
契
約
と
従
量
電
灯
を
ま
と
め
る

こ
と
で

料
金
が
や
や
安
く
な
る

サ

ビ
ス
を
始
め
た
が

全
部
の

マ
ン
シ

ン
に
は

適
用
さ
れ
な

い


　
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
以

来

管
理
組
合
の
中
に
は

民
間

会
社
が
提
供
す
る
一
括
受
電
方
式

を
導
入
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る

６
０
０
０
ボ
ル
ト
以
上
の
高

圧
受
電
設
備
を
東
電
に
代
わ

て

設
置
し

共
用
部
の
電
力
料
金
を

３

４
割
安
く
し

不
利
を
カ
バ


し
よ
う
と
い
う
方
式
だ

こ
れ

に
は

ネ

ク
が
あ
る

東
電
か

ら
一
括
受
電
会
社
に
切
り
替
え
る

た
め

住
民
の
全
員
合
意
が
必
要

に
な
る


戸
以
下
の
小
規
模
マ

ン
シ

ン
は
対
象
外
と
さ
れ

さ

ら
に

年
以
上
の
長
期
契
約
を
求

め
ら
れ

途
中
解
約
は
ペ
ナ
ル
テ


を
課
せ
ら
れ
る


　
福
島
原
発
事
故
以
来

経
産
省

は

発
送
電
分
離
を
前
向
き
に
検

討
し

２
０
１
４
年
以
降
の
家
庭

向
け
を
含
め
た
電
力
自
由
化
の
方

針
を
打
ち
出
し
た

さ
ら
に

自

然
エ
ネ
ル
ギ

の
開
発
競
争
も
起

き
て
き
た

総
選
挙
で
も

７
党

が
脱
原
発
政
策
を
掲
げ
た

こ
れ

か
ら
先

電
力
事
情
は
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る

﹁
一
括
受

電
を
導
入
し
た
い
が


年
間


ど
う
変
わ
る
か
先
が
読
め
な
い
﹂

と
導
入
に
し
り
込
み
す
る
管
理
組

合
も
あ
る


　
一
方

電
子
ブ
レ

カ

を
採

用
し
て

共
用
部
の
基
本
料
金
を

下
げ

電
気
代
削
減
を
図
る
管
理

組
合
も
少
な
く
な
い


　
東
電
は

﹁
戸
建
と
比
べ

マ

ン
シ

ン
に
不
利
は
全
く
な
い
﹂

と
す
る

そ
れ
な
ら
ば

な
ぜ
一

括
受
電
会
社
や
電
子
ブ
レ

カ


が
存
在
し

導
入
す
る
マ
ン
シ


ン
が
増
え
て
い
る
の
か

マ
ン
シ


ン
管
理
組
合
に

理
解
で
き
な

い
よ
う
な
変
則
的
な
料
金
体
系

は

改
正
す
ベ
き
で
は
な
い
か


　
　
　
　
　
　
︵
論
説
委
員
会
︶

　ＮＰＯ日本住宅管理組合協議
会（ＮＰＯ日住協）とその会員
管理組合、賛助会員とアメニテ
ィクライアントなどの企業、そ
れぞれ相互の親睦を諮ることを
目的として恒例の春の交流会を
開催いたします。

期日　２０１３年２月日（火）
　　　３時から
会場　お茶の水　ホテル聚楽

　※会費、申込書等は別途、各
　　会員に通知いたします。



新春読者プレゼント！
創業世紀末、南イタリア名門生産者の
「エクストラ・ヴァージン・オリーブオイル」

株式会社ベル・グスト

５名様

名様

５名様

５名様

名様

３名様

「動物のふれあいカレンダー
２０１３／Ｌｏｖｅ３６５」

三菱電機ビルテクノサービス株式会社

ワイドな面でグングン吸湿！
「内窓の結露取り」

株式会社ニトムズ

乳酸パワーが汚れとカビ胞子に直接作用！
「スクラビングバブル　防カビバスクリーナー」

ジョンソン株式会社

今年も両眼をあけよう
「だるま」に願いを込めて

ぐんま総合情報センター

５年間長期保存のビスケット
「バラエティー缶＆非常持ち出し袋」

中央理化工業株式会社

マンション共用部の工事単価掲載
「積算資料ポケット版マンション修繕編」

一般財団法人経済調査会

　　新春読者プレゼント応募方法　　

年

５名様
災害用トイレの革命！

「ほっ！トイレタブレット（回分）」
株式会社セイエンタプライズ・セイショップ事業部

３名様
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　創業が世紀末、年の歴史と伝統を誇
る名門生産者・クレメンテ社が、南イタリア
のあふれる陽光のもとで育てたオリーブを、
手摘みと伝統的な製法でつくりあげた良質な
エクストラバージン・オリーブオイル。緑がか
った黄金色に輝く色香と清々しい味わいで、
食卓をいっそう豊かにしてくれます。オーガ
ニックとＤＯＰ製品の種類から、㎖入り
を名様にプレゼント。ベル・グスト(http://
www.belgusto.jp)からの提供です。　
写真は「レマンフレディ」（DOP＝保護原産地呼称
認定製品）。お届けする種類はお任せください。

　デザイン性、機能性ともに毎年高い評価を
得ている、三菱ビルテクノサービスのオリジ
ナルカレンダー「動物のふれあいカレンダー
」を今年もプレゼント。動物の夫婦、親
子、仲間同士のふれあいや愛情表現などを通
してコミュニケーションの素晴らしさをつた
えます。ホッキョクグマやキタキツネ、エゾ
フクロウ、キリン、ライオンなどの野生動物
の美しく感動的な写真がお部屋のアクセント
になります。

　置くだけで内窓の結露を抑制できる「新商
品」登場！　二重窓のすきまに置くだけで、
簡単に内窓内部の結露や凍結を抑制します。
環境にやさしい詰め替え方式で、薬剤が全て
液状に変わったら吸湿パックを取り替えてく
ださい。吸湿量約㎖、吸湿有効期間約４
カ月（季節や湿気の状況により異なります）。
またデザイン性に優れ景観も損ないません。
サイズ㎜×㎜×㎜（１個入り）。
※サッシの空間が幅ミリ以下のところでは
使用できません。

　ブルボンのプチサイズビスケット５品をミ
ニパックにしてアソートにしました。５年間
長期保存が可能でいろいろな味が楽しめるバ
ラエティー缶です。ナップサック式の非常持
出袋をセットにしてプレゼント！（バラエテ
ィー缶セット内容：プチダイジェスティブビ
スケット、プチココアクッキー、プチミルク
ビスケット、プチバタークッキー、プチクラ
ッカー　内容量：ｇ保存期間：年４
月日まで）※非常持出袋は防炎製品ではあ
りません。

　消費者の「手軽にカビ対策をしたい」とい
うニーズに応え、カビ取り用洗浄剤「カビキ
ラー」と共同開発した「スクラビングバブル
防カビバスクリーナー」は、毎日のお風呂掃
除で汚れをしっかり落とすのはもちろんのこ
と、カビまで防ぎます。乳酸パワー（乳酸配
合処方）の優れた働きで、石鹸カス汚れを強
力に分解するとともに、カビ胞子に直接作用
することでカビを生えにくくします。
　スプレー後５分おいてから、すすぎ流すだ
けで、カビを防ぎます。本体㎖

　マンションの大規模修繕、維持管理に必要
な日常点検・調査診断から建築工事・設備工
事・外構工事まで全てを網羅した価格情報誌。
今号は、東京都や都市再生機構の耐震化への
取組みを、進捗状況も含めて紹介。また実例
として、耐震工事８現場の見積りを公開。こ
のほか、給水設備工事のコスト削減の実例も
レポート。
最新耐震工法のガイド（コスト比較表付き）
も含め、充実の１冊。建築工事研究会著、定
価円（税込み）、年１回月発刊

　アンテナショップ「ぐんまちゃん家」（ぐ
んま総合情報センター）から、「開運・高崎
だるま」（高さ約㎜）をプレゼント。この
だるまは全て手描きで描かれており、「商売
繁昌」「家内安全」「開運招福」などの願い
が込められた縁起のよい民芸品です。
＜ぐんまちゃん家所在地＞
東京都中央区銀座５－－デュブレックズ
銀座タワー１・２階
（地下鉄「東銀座」駅徒歩１分）
営業時間時～時  TEL-3546-8511

　上記の商品をご希望の人は、はがきかＦＡＸ
にて、①希望する商品名（「オリーブオイル」
「動物のふれあいカレンダー」「内窓結露取り」
「カビ取りクリーナー」「バラエティー缶＆非
常持ち出し袋」「だるま」「ほっ！トイレタブ
レット」「積算資料ポケット版マンション修繕
編」）を１つ記入し、①郵便番号、住所、
電話番号、②氏名、年齢③本紙で興味を持った
記事④今後希望する記事・ご意見等をご記入の

上、下記までお申し込み下さい。
（申し込み先）
〒103-0025　東京都中央区日本橋茅場町2-4-10
大成ビル５Ｆ、㈱東京プラニング内アメニティ
編集室「新春プレゼント」係。
FAX03-3667-1808　
１月日（木）必着。
　応募多数の場合は抽選。なお、当選者の発表
は商品発送にかえさせていただきます。

　災害時、簡易トイレをつかえま
すか？災害時は誰もがストレスを
感じるもの。そんなときこそ、普
段通りの生活が大切なのです。
　「ほっ！トイレタブレット」な
ら、いつものトイレにビニール袋
と薬剤を入れておくだけ。使用後
も薬剤の殺菌作用で臭いも無く、
ゴミ収集開始後、そのまま袋ごと
ゴミに出すだけ。（h t t p ：／
／w w w ．s e i s h o p . j p ）



退院して我が家で新年を

迎えることができた主人

今年は食生活を改善！

﹁
い
つ
も
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す
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東
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復
興
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長
男
︵

歳
︶
が

県
の

リ
ハ
ビ
リ
に
通
い
始
め
て
３

カ
月
に
な
り
ま
す

朝
５
時

に
起
き
て
一
番
の
バ
ス
に
乗


て
新
三
郷
か
ら
途
中
１
回

乗
り
換
え
て

上
尾
方
面
に

２
時
間
か
け
て
通

て
い
ま

す


　

歳
の
時
に
脳
出
血
で
倒

れ
て
左
半
身
マ
ヒ
に
な
り



メ

ト
ル
を
５
分

６
分

と
か
け
て
杖
を
つ
い
て
歩
い

て
い
ま
す

道
中

電
車
の

乗
り
降
り
は
大
丈
夫
だ
ろ
う

か

立
ち

ぱ
な
し
だ

た

ら
大
変
だ
ろ
う
と
心
配
は
つ

き
な
い
の
で
す
が

知
ら
な

い
人
か
ら
席
を
譲

て
い
た

だ
い
た
り

小
学
生
の
お
子

さ
ん
が
席
の
空
い
て
い
る
所

を
教
え
て
く
だ
さ

た
り


ま
た

杖
を
拾

て
く
だ
さ


た
り

雨
の
日
は
傘
を
さ

し
て
く
だ
さ

た
り
と
か
数

々

皆
さ
ん
の
ご
親
切
で
怪

我
も
な
く
通

て
い
ま
す


　
ま
だ
ま
だ
今
年
も
９
月
頃

ま
で
通
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が

本
人
も
大
分
自

信
が
つ
い
て
来
た
様
子

皆

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
で
す
が
︵
寒
い
間
２

３

カ
月
入
所
に
な
り
ま
す
が
︶

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す

と
同
時
に
心
よ
り

感
謝
と
お
礼
を
紙
面
を
お
借

り
し
て
申
し
上
げ
ま
す


　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す


︵
埼
玉
・
Ｎ
Ｎ

歳
主
婦
︶

　
長
湯
が
大
好
き
だ

た
娘

は

大
震
災
後

お
風
呂
に

入

て
い
る
間
に
何
か
あ


て
は
怖
い
と
言

て

カ
ラ

ス
の
行
水
で
し
た
が

最
近

で
は

ま
た

ゆ

く
り
と

お
風
呂
に
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た


　
た
く
さ
ん
の
人
が
犠
牲
に

な

た
大
震
災
の
こ
と
は
決

し
て

忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
だ
け
ど

怯
え
て
ば
か

り
で
は
生
活
し
て
い
け
ず


昨
年
は
少
し
ず
つ
平
常
の
生

活
を
取
り
戻
し
て
き
た
一
年

で
し
た

東
日
本
大
震
災
か

ら
そ
ろ
そ
ろ
２
年
目
で
す

が

ま
だ
ま
だ
復
興
が
行
き

届
か
な
い
東
北

今
年
こ
そ

早
い
復
興
を
願
う
ば
か
り
で

す

︵
東
京
・
Ｔ
Ｋ

歳
パ


ト
︶

　
︻
投
稿
先
︼
　
〒
１
０
３


０
０
２
５
　
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
茅
場
町
２

４



大
成
ビ
ル
５
階

東
京
プ

ラ
ニ
ン
グ
内
ア
メ
ニ
テ

編

集
室﹁
集
合
郵
便
箱
﹂係





３
６
６
７

１
８
０
８

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

新
し
い
年
が
皆
様
に
と


て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
事

を
お
祈
り
致
し
ま
す


　
昨
年
は
師
走
に
衆
院
選
挙
が
行

わ
れ
年
末
に
政
権
交
代
と
な
り


こ
れ
か
ら
の
日
本
は

我
々
の
生

活
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か

期

待
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か

夢
を

持
て
る
の
だ
ろ
か

連
日

テ
レ

ビ
ニ


ス
に
釘
付
け
で
し
た


が

と
り
あ
え
ず
我
々
国
民
は


基
本
的
に
は
自
分
の
身
は
自
分
で

守
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
な
と
い
う

事
が
分
か

た
気
が
し
た
の
は


私
だ
け
で
し

う
か


　
さ
て

入
院

手
術
と
な

て

い
た
私
の
主
人
も
年
末
に
は
退
院

し

自
宅
療
養
中
で
す

食
生
活

の
改
善
が
必
要
な
た
め

日
々


戦
い
で
す

そ
も
そ
も
食
生
活
が

原
因
で
病
気
に
な

た
よ
う
な
も

の
な
の
で

習
慣
に
な

て
い
る

食
生
活
を
見
直
す
の
は
大
変
で

す

元
気
な
時
は

注
意
す
る
私

に
食
べ
た
い
物
を
食
べ
て
何
が
悪

い
と
言

て

私
の
言
う
事
を
無

視
し
て
い
た
の
に

今
と
な

て

は

全
て
私
の
言
う
事
を
聞
き


治
す
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば


駄
目
な
の
で
す
か
ら
不
満
な
事
も

あ
る
の
で
し

う

日
々

私
と

の
間
に
不
穏
な
空
気
が
流
れ
た
り

も
す
る
の
で
す


　
そ
も
そ
も
私
が
健
康
の
た
め
ダ

イ
エ

ト
に
努
力
し
て
い
る
時


体
に
良
い
食
事

食
生
活
を
心
掛

け
て
い
た
時

一
緒
に
頑
張
る
ど

こ
ろ
か

自
分
は
よ
い
と

塩
辛

い
物

油

こ
い
物
を
食
べ
ま
く


て
い
た
の
で
す
か
ら

反
省
し

て
ほ
し
い
の
で
す


　
私
だ

て

病
気
で
辛
い
思
い

を
し
て
い
る
主
人
に
優
し
く
し
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が

自
分

の
体
は

自
分
で
守

て
ほ
し
い

の
で

仕
事
へ
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
私
に
代
わ

て

自
ら
食

事
を
作

て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

自
立
を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で

す


　
ご
近
所
に
は

健
康
の
た
め
に

休
み
の
日
に
は

ウ


キ
ン
グ

を
し
た
り

ご
自
分
で
料
理
を
し

て
医
食
同
源
を
実
践
し
て
い
る
方

も
い
る
の
に

主
人
は
自
分
に
甘

い
の
か

僕
は
充
分
健
康
に
気
を

使

て
い
る
と
言

て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す

今
年
は
反
省
の
一

年
と
し
て
も
ら
い
ま
し

う


　　ジェイパーク文京白山　
　大規模修繕工事施工会社募集

所在地　東京都文京区白山-4-
建物概要　地下１階、８階建、
　戸、平成年（）竣工
工事内容　
　仮設、躯体改修、外壁塗装、鉄
　部塗装、シーリング、防水　他
工事予定　
　平成年９月から３カ月
見積参加要領　
　①資本金１億円以上
　②過去５年以内に分譲マンショ
　　ン改修工事毎年１億円以上の
　　工事実績
　③会社案内、工事実績表
　※各２部、必ず郵送、又は宅配
　便のこと（郵送、又は宅配便以
　外は受け取りません）
提出先　
　〒136-0076東京都江東区南砂
  2-2-東陽町グリーンハイツ
　一級建築士事務所イーストサン
　株式会社
提出期限　
　１月日（金）午前中必着
　※理事長宅、及び管理組合に事
　　前営業は禁止





二
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家
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遮
音
床
の
性
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を
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ち
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と
生
か
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施
工
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法
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落
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ダ
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☆「アメニティ」とは快適さのことです。
　本紙は分譲集合住宅の快適な生活をめ
　ざして、管理組合と居住者の皆さんが
　参加して手作りする新聞です。
☆本紙はＮＰＯ日住協との共同編集によ
　り発行しています。

　
美
し
い
旋
律
の
ヴ

ル
デ

♪

　
２
０
１
３
年
は
ヴ

ル
デ

と
ワ

グ
ナ



２
大
作
曲
家
の
生
誕
２
０
０
年
に
あ
た
り
ま
す


　
ヴ

ル
デ

は
１
８
１
３
年

月

日
に
パ
ル

マ
公
国
︵
現
イ
タ
リ
ア
︶
に
誕
生

彼
は
イ
タ
リ

ア
・
オ
ペ
ラ
に
変
革
を
も
た
ら
し

現
代
に
つ
な

が
る
オ
ペ
ラ
の
偉
人
と
評
さ
れ
て
お
り

﹃
リ
ゴ

レ

ト
﹄﹃
椿
姫
﹄﹃
ア
イ

ダ
﹄な
ど
は
題
名

だ
け
で
も
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す


こ
れ
ら
の
作
品
は
今
も
世
界
中
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す

﹃
ア
イ

ダ
﹄
の
金
管

楽
器
の
フ

ン
フ


レ

マ

チ
は
馴
染
み
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

﹃
椿
姫
﹄
は

プ
レ
リ


ド
で
始
ま
り

落
ち
着
い
た
弦
の
助

奏
の
後
全
奏
で
テ

マ
に
移
り
ま
す
そ
の
後


﹁
乾
杯
の
歌
﹂
が
歌
わ
れ
ま
す

こ
の
歌
も

誰

で
も
が
知

て
い
る
メ
ロ
デ


で
は
な
い
で
し


う
か


　
壮
大
な
楽
劇
の
ワ

グ
ナ

♪

　
ワ

グ
ナ

は

１
８
１
３
年
５
月

日
ラ
イ

プ
ツ

ヒ
で
生
ま
れ
ま
し
た

オ
ペ
ラ
作
曲
家


指
揮
者
と
し
て
有
名
で
す
が

音
楽
界
だ
け
で
な

く

世
紀
後
半
の
ヨ

ロ

パ
に
広
く
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た

作
曲
は
も
と
よ
り

オ
ペ
ラ
を
構

成
す
る
劇
作

歌
詞

大
道
具
に
も
関
わ
り
ま
し

た

音
楽
的
に
も
劇
構
成
と
し
て
も
革
新
的
で


こ
れ
ら
を
楽
劇︵
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｋ
ｄ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
︶と
称

し

そ
れ
を
公
演
す
る
た
め
に
バ
イ
ロ
イ
ト
劇
場

と
い
う
専
用
劇
場
を
自
ら
建
築
し
運
営
し
た
の
で

す

こ
の
劇
場
で
の
公
演
は
今
で
も
続
い
て
い
ま

す

代
表
的
な﹃
ロ

エ
ン
グ
リ
ン
﹄第
１
幕
の
前

奏
曲
は
ゆ

た
り
と
静
か
な
弦
で
始
ま
り

ホ
ル

ン
が
テ

マ
を
吹
き

弦
と
絡
み
つ
つ

こ
れ
か

ら
始
ま
る
劇
を
暗
示
し
ま
す

そ
し
て

や
が
て

重
厚
で
壮
大
な
楽
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
の

で
す
︵
服
部
　
伸
一
　
エ

セ
イ
ス
ト
・
写
真
家
︶

　
前
回
は
二
重
床
の
特
徴

と

特
徴
を
踏
ま
え
た
⊿

︵
デ
ル
タ
︶
等
級
に
よ
る
床

材
の
選
び
方
を
説
明
し
ま
し

た
が

ど
ん
な
に
高
性
能
の

遮
音
床
シ
ス
テ
ム
を
選
ん
で

も

現
場
で
の
施
工
方
法
に

よ
り
遮
音
性
能
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す


そ
の
①
際
根
太
工
法
　

　
最
も
遮
音
床
性
能
を
失
わ

せ
る
工
法
が

二
重
床
を
組

む
際
に
床
下
で
壁
と
二
重
床

を
木
材
で
固
定
し
て
し
ま
う

工
法
で
す

以
後

こ
こ
で

は

﹃
際
根
太
工
法
﹄
と
呼

び
ま
す

こ
の
﹃
際
根
太
工

法
﹄
は

二
重
床
の
性
能
を

約
３
ラ
ン
ク
落
と
し
ま
す

︵
弊
社
試
験
室
で
の
検
証
結

果
︶


　
例
え
ば

⊿
Ｌ
Ｌ

４
の

二
重
床
を
使
用
し
て
も


﹃
際
根
太
工
法
﹄
施
工
後
の

性
能
は
⊿
Ｌ
Ｌ

１
に
な


て
し
ま
い
ま
す


　
一
見

性
能
が
ダ
ウ
ン
す

る
の
は
あ
た
り
ま
え
の
様
に

思
わ
れ
ま
す
が

現
場
で
は

あ
ま
り
注
意
さ
れ
ず

施
工

も
し
や
す
い
こ
と
か
ら
﹃
際

根
太
工
法
﹄
で
二
重
床
を
組

む
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す


そ
の
②
フ
ロ

リ
ン
グ
と
幅

木
を
接
触
さ
せ
る
工
法

　
続
い
て
性
能
を
落
と
す
施

工
方
法
が

フ
ロ

リ
ン
グ

と
幅
木
を
接
触
さ
せ
る
施
工

で
す

こ
の
施
工
を
し
た
場

合

二
重
床
の
性
能
は
約
２

ラ
ン
ク
ダ
ウ
ン
し
ま
す
︵
弊

社
試
験
室
で
の
検
証
結
果
︶

　
以
上
が

代
表
的
な
性
能

を
落
と
す
施
工
例
で
す


　
そ
れ
で
は

ど
の
よ
う
に

施
工
す
る
の
が
良
い
の
で
し


う
か
？

　
そ
れ
ぼ
ど
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん

二
重
床
と

建
物
の
壁
と
の
間
に
ほ
ん
の

わ
ず
か
隙
間
を
と
れ
ば
い
い

の
で
す


　
前
記
２
つ
の
ダ
メ
工
法

は

床
と
壁
が
際
根
太
や
幅

木
を
通
し
て
接
触
し
て
い
る

た
め

床
に
加
わ

た
衝
撃

が
壁
に
伝
わ
り

さ
ら
に
壁

を
通
し
て
ス
ラ
ブ
に
伝
わ
り

騒
音
と
な
り
ま
す

隙
間
が

あ
れ
ば
衝
撃
が
伝
わ
ら
ず


騒
音
に
な
ら
な
い
の
で
す


　
幅
木
と
フ
ロ

リ
ン
グ
に

隙
間
を
あ
け
る
と
﹁
手
抜
き

工
事
に
見
え
る
﹂
と
か
﹁
隙

間
に
ゴ
ミ
が
た
ま
る
﹂
な
ど

の
意
見
を
お
客
様
か
ら
頂
く

事
が
あ
り
ま
す
が

ど
う
か

隙
間
の
意
味
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い

ど
う
し
て
も
ゴ
ミ

が
気
に
な
る
場
合
は

ゴ
ミ

が
入
り
に
く
い
幅
木
に
す
る

な
ど

対
応
す
る
方
法
は
あ

る
の
で
す


　
施
工
方
法
に
よ
り
遮
音
性

能
が
悪
く
な

た
部
屋
は


最
悪
の
場
合
床
工
事
の
や
り

直
し
に
な

て
し
ま
い

そ

の
ま
ま
に
す
れ
ば

そ
の
部

屋
で
暮
ら
す
方
が
音
の
ク
レ


ム
を
受
け
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す


　
以
上
の
様
に

床
に
高
い

遮
音
性
能
を
求
め
る
際
に

は

正
し
く
遮
音
床
シ
ス
テ

ム
を
選
ぶ
だ
け
で
な
く

き

ち
ん
と
性
能
を
発
揮
で
き
る

工
法
で
施
工
す
る
事
が
重
要

な
の
で
す

　
︵
つ
づ
く
︶

　　　　　　今月の紙面
１面　新年のごあいさつ
２面　新マンション事情、工事事例
３面　年の動き、情報INDEX
４面　メンテナンス企業ガイド
５面　論談、マンションＱ＆Ａ、催し
６面　新春読者プレゼント
７面　住み替え情報、タエコ物語

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す


　
﹁
二
重
床
︵
フ
ロ

リ
ン

グ
︶
の
遮
音
性
能
の
話
﹂
を

連
載
し
て
い
る
竹
村
工
業
㈱

ジ

ス
ト
フ
ロ
ア

事
業
部

事
業
推
進
リ

ダ

の
竹
村

で
す


　
マ
ン
シ

ン
に
住
む
方
に

と

て

上
下
階
の
音
問
題

は
非
常
に
深
刻
か
つ
重
要
な

問
題
に
も
関
わ
ら
ず

間
違


た
情
報
・
い
い
加
減
な
対

応
に
よ
り

お
客
様
が
悲
し

む
ケ

ス
を

何
度
も
目
の

当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た


　
私
は

知
識
が
有
る
事
は

も
ち
ろ
ん

き
ち
ん
と
説
明

・
対
応
を
し

お
客
様
の
希

望
に
答
え
る
の
が
﹁
プ
ロ
﹂

と
思

て
い
ま
す
が

あ
ま

り
に
も
遮
音
に
対
し
て
知
識

も
な
く

対
応
の
悪
い
業
者

が
見
ら
れ
ま
す


　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が


本
紙
連
載
を
読
ま
れ
た
お
客

様
︵
住
戸
に
実
際
住
ま
わ
れ

て
い
る
方
︶
に

現
状
や
情

報
を
お
伝
え
し

住
戸
に
住

ん
だ
後

音
問
題
に
よ
り
悲

し
い
思
い
を
す
る
リ
ス
ク
を

少
し
で
も
減
ら
せ
ら
れ
た
ら

と
思

て
お
り
ま
す




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [844.724 1148.031]
>> setpagedevice


